


ハウス内の炭酸ガス濃度を
          「正しく測定」・「ムダなく制御」
ＣＯ　濃度の測定は温度・湿度など外乱の影響により正確な測定が困難でした。
当社のセンシング技術により、経年変化を補正し、高精度測定と長期安定測定を
可能にしました。

ムダな炭酸ガス施用をカット
ポンプにより強制吸引をするため応答が早く、遅れによるムダな炭酸ガス
発生装置の運転を減らします。

高速応答

自動校正により高い信頼性と安定性
外気を基準とした自動校正機能を搭載し、センサの経年変化を補正。
長い間、正確で安定した測定を行います。

長期安定

育成ステージに合せてプログラム
２４時間を最大9段に分け濃度設定可能。育成ステージに合せ
プリセットをしたプログラムから選択して自動制御。

多段設定

２

９段×９プログラム

〔ハウス内空気〕

〔屋外空気〕

通常測定

●スイカの炭酸ガス施用例

高精度で正しい場所を測定・作物の状況をキャッチ
同じハウス内でも、成長点・群落・通路などで濃度に差が生じます。
作物に近い場所を正確に測定し、炭酸ガスの欠乏・過多を防ぎます。
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自己校正モード

定期的に自動で外気を
吸引し校正を行います。

センサの応答

●吸引方式と自然拡散方式の比較（当社比）
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●ポンプ吸引方式
採気口が簡単に移動でき、作物の育成に合せ適切な位置を測定できます。
吸引チューブは最大60ｍ（標準20ｍ）まで対応。

成長点

群落

強制吸引

光合成が盛んな時間帯は場所
により濃度に差が生じる

運転
停止

吸引方式

出力（炭酸ガス発生装置の動作）

吸引方式 自然拡散式
燃料
ムダ

炭酸ガス施用過多

日の出

採気口

燃料ムダ
日射量により設定濃度を自動で
変更。天気に合せたコントロー
ルができます。

天窓連動
天窓の開閉を検知し、無駄な
炭酸ガスの施用を抑えます。

温度センサ連動
ハウス内の温度を検知し、施用
濃度を自動でシフト。異常高温
時は炭酸ガス発生装置を停止さ
せ作物を守ります。

【センサオプション】

日射センサ連動 【センサオプション】

●光合成促進システム例

（吸引フィルタ）

炭酸ガス発生装置

潅水

温度センサ

天窓開閉（入力信号）

光合成促進制御盤

日射センサ

採気口
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設定濃度自動切替え
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